





































































































































































































































































































































































































 3） 土屋　葉（2004）『障害者家族を生きる』，頸草書房，pp. 151-166
 子の出生後から，周囲から子どもの世話役割，子育て役割が要請され，障害児の母親となるこ
とを引き受けていく姿が示唆されている。
 4） 藤原里佐（2006）『重度障害者家族の生活』，明石書店，pp. 35-47
   藤原によると，献身的に育児と介護に従事している障害児の母親は，母親のあるべき姿として
評価される対象となっていること，母親であることに集中しなければならない状況であること
を述べている。




 7） 千葉伸彦（2012）「重症心身障害児の地域生活支援のあり方に関する一考察 ─ 母親へのサポー
トネットワーク構築の必要性 ─」，『東北福祉大学研究紀要』36，pp. 115-124








12） 前掲 3，pp. 161-175
13） 前掲 4，pp. 40-47
14） 前掲 11，pp. 1-2
15） 中川薫（2007）「在宅重症心身障害児の母親のケア役割に関する認識と well-beingへの影響」，『社
会福祉学』48（2），pp. 30-42
16） 前掲 5，pp. 61-76
17） 前掲 6，pp. 49-58
